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                   13201 交通安全意識と交通マナーの向上に向けた啓発・ 

教育の推進            （環境生活部） 

（主担当部局：環境生活部）      13202  安全で快適な交通環境の整備     （警察本部） 

                   13203  交通秩序の維持           （警察本部） 

 

県民の皆さんとめざす姿 

 県民一人ひとりが、「交通事故を起こさない、交通事故に遭わない」という交通安全意識の高揚に加え、

「地域で支え合い、地域の安全は地域で確保する」という意識を持って行動することで、交通事故が減少

しています。 

また、交通安全施設等の整備が進み、誰もが安全で快適に通行できる道路交通環境が整備されています。 

 

平成 27 年度末での到達目標 

市町、学校、関係団体等さまざまな主体との連携が進み、それぞれの特性を生かした交通安全教育や啓

発活動が行われ、交通事故をなくすという地域主体の交通安全活動の輪が広がり、交通事故による死者数

が減少しています。 

 

県民指標     

目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

交通事故死者
数 

 90 人以下 85 人以下 
 

80 人以下 75 人以下 

95 人 95 人    

目標項目の説明と平成 26 年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

交通事故発生から 24 時間以内の死者数 

26 年度目標 
値の考え方 

第 9 次三重県交通安全計画において平成 27 年の目標値を 75 人以下としていることから、こ
の達成に向けて、平成 26 年は 80 人以下をめざすこととしました。 

 

活動指標      

基本事業 目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

13201  交通安
全意識と交通マ
ナーの向上に向
けた啓発・教育
の推進 
（環境生活部） 

交通事故死傷者
数 

 
13,300 人 

以下 
12,800 人

以下 

 

12,300 人 
以下 

11,800 人 
以下 

13,908 人 13,382 人    

13202  安全で
快適な交通環境
の整備 
（警察本部） 

信号機の整備箇
所数（累計） 

 3,160 

か所 

3,190 
か所 

 

3,220 
か所 

3,250 
か所 

3,133 

か所 

3,163 

か所 
   

 

   

       

     

１３２ 交通安全のまちづくり 



基本事業 目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

13203 交通秩
序の維持 
（警察本部） 

シートベルトの
着用率 

 96.5％ 97.0％ 

 
97.5％ 98.0% 

95.9% 95.6％    

 

進捗状況（現状と課題） 

・平成 25 年１月から９月までの実績でみると、県内の交通事故による負傷者数は 9,552 人（対前年比△129

人）と前年と比較して減少しているものの、死者数が 68 人（対前年比＋15人）と増加しており、厳しい情

勢が続いています。引き続き、県民の皆さん一人ひとりの交通安全意識の高揚を図るとともに、交通ルー

ルの遵守と正しいマナーの実践を習慣付けていただくため、警察本部と連携を密にしながら、より一層交

通安全教育や広報啓発活動を推進していく必要があります。 

・三重県交通安全研修センターを活用し、地域や職域で活動する交通安全教育指導者の育成に取り組んでい

ます。また、センターの改修を計画的に進め、今年度は屋外自転車コースの改修を行っています。事業の

充実や設備・機器等の改善により、全ての県民に対して質の高い交通安全教育を提供できるよう、より有

効活用していくことが求められています。 

・老人クラブ等で交通安全活動を行うシルバーリーダーに対して、参加・体験・実践型の交通安全教育を実

施し、新たな人材の育成に取り組んでいますが、65 歳以上の高齢者の交通事故死者数は平成 25 年１月から

９月までで 30 人（対前年比＋５人、交通事故死者数全体の 44.1%）となり、前年と比較して増加していま

す。高齢者自らが主体となり地域の交通安全に貢献できる取組の強化が求められています。 

・平成 25 年１月から９月までで県内の飲酒運転絡みの死亡事故件数は３件と前年同期と同数で、飲酒運転取

締件数は 492 件（対前年比＋19 件）でした。７月に施行された「三重県飲酒運転０
ゼロ

をめざす条例」に基づ

き基本計画を策定し、条例の周知をはじめ、飲酒運転根絶の取組を強化する必要があります。 

・通学路緊急合同点検結果等による交通安全施設整備等の必要箇所を優先的に整備するなど、通学路等の生

活道路や新設道路等の安全確保を図っていますが、交通事故を防止し、安全・安心な交通環境を実現する

ためには、引き続き、信号機の新設・改良、横断歩道等の設置等を重点的に推進していく必要があります。 

・交通事故死者数の減少に向けて、シートベルト着用を含め運転者等の交通ルール遵守意識の向上等を図る

ため、交通指導取締り、交通安全教育、広報啓発活動等の一層の推進を図る必要があります。 

 

平成 26 年度の取組方向 

 

 

・三重県交通対策協議会を構成する 120 機関・団体との幅広い連携・協力のもと、四季の交通安全運動など

を中心に交通安全教育や広報啓発活動を展開し、県民一人ひとりの交通安全意識の高揚を図ります。また、

本県の交通事故発生状況等をふまえ、交通事故の発生割合が高い地域に重点を置くなど、効果的な啓発活

動等に取り組んでいきます。 

・三重県交通安全研修センターにおいて、交通安全教育を地域等に根付かせるため、地域や職域で活動する

交通安全教育指導者を体系的・継続的に育成します。また、センターがより有効活用されるよう参加・体

験・実践型の交通安全教育の充実強化を図るとともに、老朽化した設備・機器等について改善を行います。 

・高齢者の交通事故防止に向けて、高齢者の方に「自分たちが中心になって地域の安全を確保する」という

意識のもとに交通安全を推進していただけるよう、シルバーリーダーの育成・活用に力点を置いて取り組

んでいきます。 

 

環境生活部 



・「三重県飲酒運転０
ゼロ

をめざす条例」に基づき今年度策定する基本計画をふまえ、規範意識の定着のための教

育及び知識の普及や、再発防止のためのアルコール依存症に関する受診促進等の取組を推進します。 

 

 

・生活道路や新設道路等について、緊急性、必要性を勘案しながら、信号機の新設・改良、横断歩道等の設

置等を計画的に推進し、安全・安心な交通環境の実現をめざします。特に、通学路における重点的な交通

安全施設整備等に取り組みます。 

・交通ルール遵守意識の向上を図るため、関係機関・団体等と連携した交通安全教育・広報啓発活動を推進

し、正しい交通マナーの実践を促進する一方、飲酒運転、信号無視などの悪質性・危険性の高い交通違反

や被害軽減に効果のある全ての座席でのシートベルト着用、チャイルドシートの正しい使用の徹底に重点

を置いた指導取締りを推進します。 

・交通安全に対する県民力を更に高めるため、地域で長年、交通安全教育に携わってこられた方を中心とし

た民間の方々から成る「交通安全アドバイザー」による出前方式等の参加・体験・実践型の交通安全教育、

広報啓発活動の一層の推進を図ります。 

 

主な事業 

 

 

●交通安全運動推進事業【基本事業名：13201  交通安全意識と交通マナーの向上に向けた啓発・教育 

の推進】 

予算額：（25） １０，００８千円 → （26） ９，６１０千円 

事業概要：関係機関・団体と連携して年間を通じて交通安全運動を展開するとともに、交通事故発生

割合の高い地域において重点的な啓発等を行い、効果的に交通事故防止を図ります。 

 

●交通安全研修センター管理運営事業【基本事業名：13201  交通安全意識と交通マナーの向上に向け 

た啓発・教育の推進】 

予算額：（25） ７４,７０３千円 → （26） ８５，００９千円 

事業概要：三重県交通安全研修センターにおいて、子どもから高齢者まで幅広い県民を対象に参加・

体験・実践型の交通安全教育を実施するとともに、交通安全教育指導者の養成・資質向上

に取り組みます。また、老朽化した設備・機器等について改善を行います。 

 

●交通弱者の交通事故防止事業【基本事業名：13201  交通安全意識と交通マナーの向上に向けた啓発・ 

教育の推進】 

予算額：（25） ２，８４０千円 → （26） ２，８３０千円 

事業概要：高齢者の交通事故を防止するため、老人クラブ等で交通安全活動を行うシルバーリーダー

に対して参加・体験・実践型の交通安全教育を実施するとともに、地域の連絡会議を開催

し、その活動を支援します。また、交通事故発生割合の高い地域において重点的にシルバ

ーリーダーの育成・活用を行います。 

 

 

 

 

 

 

警察本部 

環境生活部 



●（新）飲酒運転０
ゼロ

をめざす推進運動事業【基本事業名：13201  交通安全意識と交通マナーの向上に 

向けた啓発・教育の推進】 

予算額：（25）  － 千円 → （26） １０，７５９千円 

事業概要：三重県飲酒運転根絶に関する基本計画（仮称）に基づき、教育及び知識の普及・啓発や飲

酒運転違反者に対するアルコール依存症に関する診断の受診促進などにより、飲酒運転の

根絶を図ります。 

 

 

●くらしと環境を守る交通安全施設整備事業【基本事業名：13202  安全で快適な交通環境の整備】 

   予算額：(25)  １２７，２８７千円 → (26) ２０３，１２５千円 

   事業概要：信号機の設置要望箇所のうち、交通事故が多発しているなど必要性、緊急性の高い交差点

に信号機を整備し、安全・安心で円滑な交通環境を確保します。 

 

●次世代支援のための安全な道路交通環境の整備事業【基本事業名：13202  安全で快適な交通環境の 

整備】 

   予算額：(25)  ２２，０３８千円 → (26) １８，２９２千円 

   事業概要：県内に所在する小・中学校を中心とした一定の範囲内の通学路において、横断歩道等の標

識・標示を面的に整備し、安心して通学できる道路交通環境を確保します。 

 

●通学路緊急安全対策事業【基本事業名：13202  安全で快適な交通環境の整備】 

   予算額：(25)  ９７，００７千円 → (26) ７２，６８２千円 

   事業概要：通学路における安全対策必要箇所に対して、交通安全施設の整備を図り、安心して通学で

きる道路交通環境を確保します。 

 

●地域交通安全活動推進事業【基本事業名：13203  交通秩序の維持】 

   予算額：(25)  ２，１２０千円 → (26) ２，６３５千円 

   事業概要：交通安全諸活動のリーダーとして活躍する「地域交通安全活動推進委員」の活動を促進し、

地域における交通モラルの向上をはかります。 

 

●交通安全県民力向上事業【基本事業名:13201  交通安全意識と交通マナーの向上に向けた啓発・教育 

の推進】 

   予算額：(25)  １３，５００千円 → (26)  １３，５００千円 

   事業概要：「交通安全アドバイザー」による交通安全教育及び広報啓発活動を推進し、交通事故抑止の

原動力となる、交通安全に対する県民力を一層高めます。 

警察本部 


